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	応用
	抗原情報
	背景
	機能:ゴルジ体間輸送に関与する。NSF活性とSNARE活性化を共役させることでゴルジ体間輸送を調節する。まずNSFのATPase活性を刺激し、それがGOSR1との会合を刺激する。,PTM:DNA損傷（おそらくATMまたはATRによる）によりリン酸化される。,類似性:MAP1 LC3ファミリーに属する。,サブユニット:モノマー。GABRG2、NSF、GOSR1、β-チューブリンと相互作用する（類似性による）。ULK1と相互作用する。,組織特異性:普遍的。脳、心臓、前立腺、卵巣、脾臓、骨格筋で高発現。肺、胸腺、小腸では非常に低レベルで発現。,機能:ゴルジ体間輸送に関与する。NSF活性とSNARE活性化を共役させることでゴルジ体間輸送を調節する。まずNSFのATPase活性を刺激し、それがGOSR1との結合を刺激する。,PTM：DNA損傷時にリン酸化される（おそらくATMまたはATRによる）。,類似性：MAP1 LC3ファミリーに属する。,サブユニット：モノマー。GABRG2、NSF、GOSR1、β-チューブリンと相互作用する（類似性による）。ULK1と相互作用する。,組織特異性：普遍的。脳、心臓、前立腺、卵巣、脾臓、骨格筋で高発現。肺、胸腺、小腸では非常に低発現。,
	研究分野
	オートファジーの調節;
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	1:1000に希釈した抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000に希釈した。

